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住居の構造安全性に関する意識調書

心理学的手法による住居の価格と破壊確率に関する潜在意識の抽出一
尚綱女学院短大　○平田京子　　日本女大家政　石川孝重

　目的　住居の構造安全性は建物の破壊確率で表現できる。安全性は高いほどよいことは

自明であるが，それに見合うコストが必要になる。コストに応じ，どのくらいの破壊確率

の設定を行うべきか，この設定は従来主に専門家にまかされてきた。安全水準の設定は本

来，社会のコンセンサスに基づくものである。そこで，本研究ではコンセンサスを抽出す

るため人間の要求する水準を明らかにする｡ことを目的とした。本報では住まい手の安全意
識をさぐるため，主に住居の価格・建物が破壊する確率とその再現期間について専門用語

を用いず，簡便な方式で抽出し，精度の高い潜在意識を明らかにするため，心理学的手法
に基づくアンケート調査を行った。この手法の検討,および調査結果について報告する。

　方法　前報に発表した心理学的手法に基づくアンケートをさらに改良した。アンケート
対象者として類似した属性をもち意識の特徴把握が容易な379名の女子大学生・短大生を

選び, 1993年から1994年にかけ，東京・仙台・長崎において調査を実施した。
　結果　回答者が「はい･いいえ･？」で回答する簡便な方式と数値記入による２種類の回答

方式を案出した。本手法により回答者の曖昧な構造安全意識を，数値解析や自己矛盾の指
摘が可能な程度にまで引き上げ，質問をランダムに配しても，ある一定の数値にピークが

くることが分かった。この自分の住まいやそれにかかる金額を明確にイメージできる問題

を構成したことで，理想論的な安全観でなく金銭を意識した現実に近い意識が抽出できた

と考えている。結果は力学に基づく解析に当てぱめ，建物に対する破壊確率として算定で
きるよう配慮した。回答のばらつきや個人の意識把握に関し，本手法の有効性を確認した。
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窓の開け方による室内ホルムアルデヒド濃度の低下

　　　　　　　　　　　　　　　郡山女子大　菅原文子

　目的。近年、住宅、ことに、新築の集合住宅の完成時に入居者が、喉の痛み、くしゃみ、

流涙などの身体的苦痛を訴える例が多い。建築に際して使用された合板類から発生するホ

ルムアルデヒドの刺激によるものと予測され、完成後６箇月、完成直後の二棟の未人居の

集合住宅で、換気量を変化させて、室内のホルムアルデヒド濃度の減衰を測定した。

　方法。測定は、ドリエタノールアミンをコーティングした1 0 0メッシュのシリカゲル

をガラスシャーレに59いれて、測定箇所に１週間暴露し、回収した後、ＡＨＭＴ法で吸

光光度分析によってシリカゲルに吸収されているホルムアルデヒドを測定した。求めた濃

度は、１週間の累積平均値である。　測定箇所は２棟とも、押入、洋間、和室である。

　換気量は、開口郎をＯ、３、５、1 0、I 5 c mの５段階で、南北２方向を開口し、開

口部の風速を毎日測定し、風速の平均値と開口部面積から、換気量をもとめ、測定期間中

の平均換気量とした。

　結果。完成直後の集合住宅の場合、開口部Ｏ即ち、密閉された状態の押入の濃度は非常

に高く、３面が合板で仕上げられているためと思われる。押入の濃度はいずれの場合にも

全測定箇所のなかで、最も高濃度を示すか、開口部を開けて、換気を行うと、3 cm （換

気回数1. 1回／ｈ程度）の開口から、大きく低下することが明らかになった。

　完成後、６箇月の集合住宅の測定では、開口部密閉の押入の濃度が最も高濃度であるこ

とは同様であるが、濃度はかなり低く、6箇月間にかなりの減衰があることがわかる。
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